
Fig.2重量損失 – 温度曲線 
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Sr–Ca–Cu–O 系超伝導体の酸素制御による特性変化 
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Sr–Ca–Cu–O1,2)系の Sr2Ca(n − 1)CunOy シリーズは、様々なグループによって合成及び調査されて

きた。Sr–Ca–Cu–O系における 02(n − 1)n (n = 2–4)1,2)の発見は、ホモロガスシリーズの概念を導き

出す重要な手掛かりとなった。また、0(Sr)2(n − 1)n (n = 2–4) 超伝導体を大気暴露することで、水

を含む派生相が形成され、臨界電流密度や不可逆磁場特性が向上することが報告されている。3) こ

の中で 0(Sr)212は SrOまたは CuO2層に酸素欠損があると予想される。そこで、0(Sr)212超伝導体に

おいて酸素量を制御する手法を用いることで、超伝導体中の酸素量に対してどのような特性変化

が生じるのかを明らかにすることを目的とする。 

酸素制御としては、本来 0(Sr)212超伝導体の作製に用いられる前駆体のうち、CuOの代わりとし

て Cu2O を用いることにより、これを還元剤として作用させ酸素量を制御する方法、また、作製

後の試料を、アルゴン雰囲気中でポストアニールすることにより酸素量を制御する 2 通りの手段

を用いた。試料は、前駆体粉末である SrCuO2、Ca2CuO3、SrO2、Cu2Oを、アルゴンガスで満たさ

れたグローブボックス内で仮焼及び混合し、5.5 GPa、875 oCの条件下で 1時間高圧合成すること

によって作製された。その後、超伝導量子干渉計(SQUID)を用いて超伝導特性の測定、また、熱

分析計を用いてアルゴン雰囲気中での熱重量測定を行った。Fig.1 に直流磁化率の温度依存性を、

Fig.2 に重量損失 – 温度曲線を示す。Fig.1 より、前駆体に Cu2O を用いることにより酸素量を減

少させた試料は、より高い超伝導転移温度を示すことが確認された。このことから、酸素量の減

少に伴い、オプティマムドープ状態へと近づいたことが示唆された。また、Fig.2より、アルゴン

雰囲気中でポストアニールを行うことにより、200 oCから酸素欠損が生じ、500 oCにおけるアニ

ールでは約 4 %の重量損失が生じることが確認された。これは y = 0.4に相当すると考えられた。 
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Fig.1 直流磁化率の温度依存性 
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